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令和元年 12月 23日 

（令和元年 9月期の仮決算） 

 

 

 

都 留 信 用 組 合 

 

都留信用組合（本店：富士吉田市 理事長：渡邊和彦）は、令和元年 9月期の仮決算内容を発

表します｡概要については以下の通りとなります｡ 

 

（主要勘定） 

(1) 預金  

・預金については、6 月 10 日から 9 月末まで「J1 復帰ガンバれーわ（令和）！ヴァンフォー

レ甲府定期預金」を 50 億円の販売枠にて発売しましたが、25 億円の実績にとどまり結果と

して、預金残高 300,334百万円、期中 3,400百万円の大幅な減少となりましたが「3,000 億

円台」を維持しました。 

(2) 貸出金  

・貸出金については、貸出金残高 169,373 百万円、期中 3,870 百万円の減少となりましたが、 

 内訳の中には地公体の貸出金減少 2,241百万円が含まれております。 

 尚、消費者ローン残高は 11,992百万円と期中 669百万円の減少でありましたが、住宅ロー 

 ン残高は 58,522百万円であり、期中 541百万円の増加となりました。 

 

（収益状況） 

 ・貸出金残高が減少した中で、経常収益が 2,492百万円と前年同月比 49百万円増加しました。

要因としては、貸出金利息において減少幅が縮小し、また余資の運用が順調であったことが

挙げられます。経常費用は 1,997 百万円と前年同月比 143 百万円減少しました。要因とし

ては不祥事件に伴いイベントを延期または中止にしたこと、また個別貸倒引当金純繰入額

が 106 百万円減少したことが挙げられます。経常利益も前年同月比 192 百万円増加し 495

百万円を計上しました。当期純利益においては、前年同月比 172百万円の増加により 467百

万円計上となり増収増益となりました。 

 

（自己資本の充実の状況） 

・自己資本比率は 8.45％と前期末（平成 31 年 3 月末、以下同様）比 0.39 ポイント上回る結

果となりました。要因は自己資本額が 467百万円増加したことまた、貸出金残高や有価証残

高の減少などでリスクアセットが 1,936百万円減少したことによります。 

 

（不良債権比率） 

・金融再生法開示債権の不良債権額については、不良債権処理に積極的に取り組んだことで、

前期末比 273百万円減少の 6,681百万円となりました｡ 

なお、不良債権比率は前期末比 0.07ポイント低下し 3.93％となりました。 

 

(令和 2 年 3月期の見通し) 

・今期末の当期純利益は 392百万円を見込んでおります。 

また、自己資本比率も 8.02％を見込んでおり、金融再生法開示債権に基づく不良債権比率

は 3.70％を見込んでおります。 
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 仮決算概要（主要計数）  （令和元年 9月期） 

１．主要計数                          （金額単位：百万円） 

項 目 令和元年 9月期 平成 31年 3月期 
前期末比 

増減額 増減率 

主要勘定 
預金残高 300,334 303,734 △3,400 △1.11 

貸出金残高 169,373 173,243 △3,870 △2.23 

 

項 目 令和元年 9月期 平成 30年 9月期 
前年同月比 

増減額 増減率 

収益状況 

業務純益 413 243 170 69.95 

コア業務純益 259 124 135 108.87 

経常収益 2,492 2,443 49 2.00 

経常費用 1,997 2,140 △143 △6.68 

経常利益 495 303 192 63.36 

当期純利益 467 295 172 58.30 

(注)記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しておりますので、増減額が一致しない場合があります。 

 

２．自己資本比率、不良債権関係                 （金額単位：百万円） 

項 目 令和元年 9月期 平成 31年 3月期 前期末比増減 

自己資本比率 8.45% 8.06% 0.39pt 

不

良

債

権

関

係 

金融再生法

開示債権 

 

 

破産更生債権及びこ

れらに準ずる債権 
4,097 4,281 △184 

危険債権 2,505 2,595 △90 

要管理債権 78 78 0 

不良債権計 6,681 6,954 △273 

正常債権 163,205 166,845 △3,640 

合計 169,886 173,800 △3,914 

不良債権の保全率 94.99% 95.02% △0.03pt 

不良債権比率 3.93% 4.00% △0.07pt 

不良債権 

処理額 

貸倒引当金繰入額 4 203 △199 

貸出金償却額 0 0 0 

(注)記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しておりますので、増減額が一致しない場合があります。 

本件に対するお問合せ先 

都留信用組合 経営企画部 宮下 

電話(ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ) 0555-24-4803 


